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紙面で使用するマーク等の説明

■…日付・期間　
■…時間
■…休館日　
■…場所　
■…集合
■…内容　
■…対象・参加資格等

■…定員　
■…料金・費用　
■…持ち物　
■…申込み・申請方法
■…問合せ
[消印]…消印有効　
[先着]…先着順

◇㊗マークには、振替休日等も含みます。
◇料金や申込み方法の記載のないものは、不要です。
◇市役所の開庁時間（申込み・問合せ等の受付を含
む。）は、㊗を除く㊊～㊎の 8時 30 分～ 17 時 15 分
です。毎週㊍は、市民課・保険課・税務課の一部窓
口を 19 時まで延長しています。

今月の表紙写真

広報田辺　令和 2年 2月号・目次

　今月の表紙は、訪問介
護サービスを利用する方
のご自宅で、支援員が利
用者さんと会話をしながら
お手伝いをしている様子
を撮影しました。

02 目次・特集「人生これから～高齢者の
生きがい～」

10 トップニュース
各種計画（素案）についてご意見をお聞かせく
ださい/紀州石神田辺梅林が開園します　ほか

14 情報ボックス
第 45 回熊野古道近野山間マラソン大会を開
催します /家族介護教室を開催します　ほか

20 相談日程等

22 みんなの広場

26 みんなの彩時記
稲荷神社例大祭地元 3地区から獅子が舞う／祝
成人！新たな決意で大人の一歩を踏み出す　ほか

08 新庁舎の基本設計について
　

本
格
的
な
高
齢
社
会
の
到
来
に
よ

り
、
今
後
介
護
を
必
要
と
す
る
方
は
ま

す
ま
す
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
と
高
齢
者
の
社
会
参
加
・
介

護
予
防
を
柱
と
し
た
事
業
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

社
会
参
加
・
社
会
的
役
割
を
持
つ
こ

と
は
生
き
が
い
や
介
護
予
防
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
支
え
合
い
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

☆
や
す
ら
ぎ
対
策
課 

高
齢
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係
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０

人生これから
～高齢者の生きがい～

市
の
高
齢
化
率
と
介
護
の
状
況

　

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
急
速

に
進
ん
で
お
り
、
今
で
は
高
齢
化

率
が
21
％
を
超
え
る
超
高
齢
社
会

と
呼
ば
れ
る
状
態
に
な
っ
て
い
る

の
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

市
も
同
様
に
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
、
総
人
口
に
対
す
る
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
で
あ

る
『
高
齢
化
率
』
及
び
75
歳
以
上

の
高
齢
者
の
割
合
で
あ
る
『
後
期

高
齢
化
率
』
は
、
平
成
29
年
で
は

31
．
5
％
と
17
．
1
％
で
し
た
が
、

30
年
後
の
令
和
29
年
に
は
、『
高市の介護人材に係る需要・供給推計

（平成 29年）

よ
り
働
き
手
で
あ
る
若
年
層
の
人

口
減
少
が
進
む
こ
と
か
ら
、
介
護

人
材
は
さ
ら
に
不
足
す
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
て
お
り
、
介
護
人
材
の

確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

高齢社会と介護について

齢
化
率
』
は
42
．
７
％
、『
後
期

高
齢
化
率
』
は
25
．
１
％
と
な
る

見
込
み
で
す
。
ほ
ぼ
2
人
に
1
人

が
65
歳
以
上
、
4
人
に
1
人
が
75

歳
以
上
の
状
態
と
な
り
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
と
介
護
を
必
要

と
す
る
方
も
増
加
し
、
高
齢
の
方

ほ
ど
介
護
状
態
が
重
度
化
・
長
期

化
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
介

護
人
材
需
要
は
こ
れ
か
ら
も
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
支
え
て
い
る
介
護
職
員
は
、
大

き
く
不
足
し
て
い
る
状
況
で
す

（
左
図
参
照
）。
今
後
、
少
子
化
に

〇一般就労、起業
〇健康づくり活動、地域活動
〇介護、福祉以外のボラン
ティア活動　等　

生活支援の担い手として
の社会参加

高齢者の社会参加

地域住民の参加

〇地域サロンの開催
〇見守り、安否確認
〇外出支援
〇買い物、調理、掃除などの
家事支援　等

人口
65歳以上人口　
高齢化率
75歳以上人口
後期高齢化率

73,310 人
23,920 人
32.6％
13,265 人
18.1％

生活支援サービス

3,089 人

2,758 人

3,021 人

2,810 人

2,998 人

2,441 人

648 人344 人

2,300 人

2,700 人

3,100 人

平成 30年 令和 2年 令和 7年

需要 供給

市の人口・高齢者数・高齢化率
（令和元年 9月末現在）

総合事業のイメージ

188 人

人生これから
～高齢者の生きがい～

特集

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

老
後
の
た
め
に

　

こ
れ
か
ら
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
介
護
予

防
に
よ
る
元
気
な
高
齢
者
を
増
や

す
、
い
わ
ゆ
る
健
康
寿
命
の
引
き

上
げ
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
介
護
人
材
面
で
は
、

身
体
介
護
な
ど
の
専
門
的
な
介
護

以
外
の
生
活
支
援
の
部
分
で
様
々

な
担
い
手
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

国
で
は
、
高
齢
者
も
含
め
た
地

域
住
民
に
、
社
会
参
加
を
す
る
こ

と
で
自
分
自
身
の
健
康
寿
命
を
引

き
上
げ
、
生
活
支
援
の
担
い
手
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
（
以
下
、
総
合
事
業
）
を
策

定
し
、
市
で
も
取
組
を
始
め
て
い

ま
す
。

特集
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地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て

サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　

平
成
29
年
度
か
ら
総
合
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

「
要
支
援
１
、２
」
向
け
の
訪
問
介

護
と
通
所
介
護
が
、
国
の
事
業
か

ら
市
町
村
の
事
業
に
移
行
さ
れ
、

市
町
村
が
地
域
の
実
情
に
合
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
独
自
の
仕
組
み
で
展

開
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

簡
単
な
家
事
を
手
伝
い
ま
す
！

　

市
で
は
、
総
合
事
業
の
一
つ
と

し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
・
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

「
田
辺
市
訪
問
型
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

実
施
す
る
「
ご
近
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
（
以
下
、
講
座
）」

を
受
講
し
た
方
が
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、「
訪
問
型
生
活
支
援
員

（
以
下
、
支
援
員
）」
と
な
り
、
家

事
援
助
を
行
う
も
の
で
す
。（
下

図
参
照
）

■訪問型生活支援サービスの講習回数と修了者数

平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 令和元年
12月現在 合計

開催数 1 回 27 回 23 回 11 回 62 回

修了者数

田辺 15 名 101 名 54 名 13 名 183 名
龍神 46 名 16 名 4 名 66 名
中辺路 25 名 4 名 3 名 32 名
大塔 26 名 26 名 17 名 69 名
本宮 49 名 40 名 9 名 98 名
合計 15 名 247 名 140 名 46 名 448 名

※平成 28 年は試験的に開催したものです。

介護サービスを維持するために

市

社会福祉協議会 シルバー人材センター

業務委託 事業所指定

包括支援センター
（ケアマネジャー）

講座を実施 自主運営組織、
町内会等

講座修了後
に登録

サービスの
依頼

要支援者及び
事業対象者

計画に基づく生活支援
サービスを提供

支援等の
計画作成依頼

訪問型生活支援サービスの概要

期
待
で
き
る
効
果

　

高
齢
者
と
呼
ば
れ
る
年
齢
に
到

達
し
て
も
、
現
在
は
元
気
に
働
け

る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
方
々
に
支
援
員
と
し
て
活

躍
い
た
だ
く
こ
と
で
、
社
会
参
加

や
社
会
的
役
割
を
持
つ
こ
と
に
な

り
、
生
き
が
い
や
介
護
予
防
に
も

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る

方
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

1
回
当
た
り
の
利
用
者
負
担
は
通

常
の
ヘ
ル
パ
ー
利
用
に
比
べ
て
安

価
な
た
め
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲講座の様子

現在、

60 名の支援員が

登録しています！

さ
れ
た
方
が
う
れ
し
い
で
す
よ
ね
。

　

ま
た
、
誰
か
に
喜
ん
で
も
ら
え
た

ら
自
分
の
元
気
に
も
な
り
ま
す
。
今

ま
で
私
が
経
験
し
て
き
た
こ
と
を
生

か
せ
て
、
そ
れ
で
相
手
が
喜
ん
で
く

れ
る
。
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。『
あ
な
た
に
会
え
て
良

か
っ
た
』
と
、
常
に
思
う
こ
と
で
自

然
と
笑
顔
も
出
て
き
ま
す
。

　
「
誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
」と
、介
護
の
現
場
と
な
る
と
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
よ
う
に
考
え
て
し
ま
い

が
ち
で
す
が
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
あ

く
ま
で
介
護
予
防
で
す
。
ち
ょ
っ
と

し
た
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の

で
き
る
ち
ょ
っ
と
し
た
支
援
が
集
ま

れ
ば
、
そ
の
分
喜
ん
で
く
れ
る
方
は

多
く
な
り
ま
す
。

　

一
緒
に
力
を
合
わ
せ
て
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
せ
ん
か
？

喜
ん
で
も
ら
え
れ
ば自

分
も
元
気
に

現
場
で
の
経
験

　

私
は
静
岡
で
、
介
護
保
険
制
度
が

始
ま
っ
た
当
時
か
ら
、
介
護
保
険
の

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
方
の
訪
問
看

護
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
か
ら
、「
傾

聴
は
で
き
な
い
か
」
と
依
頼
さ
れ
ま

し
た
。
つ
ま
り
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

さ
ん
の
話
し
相
手
で
す
ね
。
ヘ
ル

パ
ー
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、

業
務
多
忙
の
中
、
話
を
ゆ
っ
く
り
す

る
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、

利
用
者
さ
ん
の
中
に
は
話
し
相
手
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
方
も
い
ら
っ

『
あ
な
た
に
会
え
て
良
か
っ
た
』

　

笑
顔
も
す
ご
く
大
事
に
し
て
い
ま

す
。
自
分
も
今
は
元
気
に
動
く
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
い
ず
れ
動
け
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時

の
立
場
を
考
え
た
ら
、
笑
顔
で
対
応

自
立
と
尊
厳

　

田
辺
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
な
こ
と
は
で
き

な
い
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
訪

問
型
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
出
会

い
、
去
年
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
登
録
し
ま
し
た
。

　

10
月
か
ら
働
き
始
め
た
の
で
、
ま

だ
ま
だ
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

現場の声

訪問型生活支援員
藍
あいはた

畑 紀
のり こ

子さん（65 歳）

し
ゃ
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
話
し
相
手

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
よ
う
と
「
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
月
1
回
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
も
続
い
て
お
り
、
今
年
で
10
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
利
用
者
さ
ん
の
自
立
と
尊

厳
で
す
。
私
の
や
り
方
で
仕
事
を
進

め
た
方
が
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
で
き

る
の
で
楽
な
の
は
当
た
り
前
で
す
。

で
も
、
掃
除
の
仕
方
一
つ
を
と
っ
て

も
、
利
用
者
さ
ん
が
自
分
で
で
き
て

い
た
と
き
の
仕
方
が
あ
り
ま
す
。
私

は
、
そ
れ
を
聞
い
た
上
で
お
手
伝
い

を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
自
分

で
で
き
る
範
囲
は
自
分
で
、
自
分
で

で
き
な
い
範
囲
を
私
が
担
う
こ
と

で
、
相
手
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、

少
し
で
も
自
立
に
つ
な
が
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

年度

人生これから
～高齢者の生きがい～

特集
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は

　

高
齢
者
が
働
く
こ
と
を
通
し
て
社

会
参
加
を
し
、
自
ら
の
生
き
が
い
の

充
実
と
健
康
の
増
進
を
図
る
と
と
も

に
活
力
あ
る
地
域
社
会
作
り
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
団
体

で
す
。
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高

齢
者
（
60
歳
以
上
）
が
会
員
と
な
り
、

会
員
各
人
の
希
望
・
経
験
・
能
力
に

応
じ
て
お
互
い
力
を
合
わ
せ
て
臨
時

的
・
短
期
的
又
は
軽
易
な
仕
事
を
引

き
受
け
、
会
員
に
提
供
す
る
シ
ス
テ

ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

シルバー人材センターの仕組み（請負）

入会し、希望の仕事を登録

仕事の提供

配分金の支払い

働
き
方

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
就
業
で
す
の
で
、
危
険
・

有
害
な
作
業
を
内
容
と
す
る
仕
事
は

引
き
受
け
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応

じ
た
任
意
就
業
な
の
で
、
就
業
日
数

や
収
入
の
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

会
員
各
人
の
体
力
・
能
力
・
希
望
に

応
じ
た
就
業
が
で
き
、
技
能
・
技
術

を
高
め
る
た
め
に
各
種
の
講
習
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

生きがい、社会参加

仲間作り

時間的余裕

健康維持・増進

経済的理由

その他

会員の入会動機
多
種
多
様
な
事
業

◇
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
、
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

◇
介
護
施
設
で
の
就
業

◇
空
き
家
等
管
理
事
業

　

他
に
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

な
ら
で
は
の
多
種
多
様
な
仕
事
を

行
っ
て
お
り
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
の
受

け
皿
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

80 歳以上

75歳～ 79歳

70歳～ 74歳

65 歳～ 69歳

60 歳～ 64歳

会員の年齢階層

　訪問型生活支援サービスは、ケアマネジャーの計画に基づいて下記のような家事援助サービスを行います。

仕事の内容相談及び依頼

見積確認後、請負契約

契約金の支払い

お客様（発注者） 会員事務局（シルバーセンター）

シルバー人材センターお困りの方へ

助
け
合
い
の
気
持
ち
を

　

急
速
に
進
む
後
期
高
齢
者
人
口
の

増
加
、
そ
れ
を
支
え
る
介
護
職
員
の

不
足
な
ど
の
解
決
に
向
け
て
総
合
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
介
護
を
必
要
と
す
る
方
は
ほ
ぼ
横

ば
い
で
推
移
し
て
お
り
、
少
子
高
齢

化
に
伴
い
、
今
後
ま
す
ま
す
介
護
職

員
が
不
足
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
高
齢
者
の
健
康
寿
命

の
延
伸
と
専
門
家
以
外
の
担
い
手
の

育
成
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
取
組
に
は
地
域
住

民
の
助
け
合
い
は
必
要
不
可
欠
で

す
。
ま
ず
は
自
ら
の
健
康
に
注
意
を

払
い
な
が
ら
介
護
予
防
活
動
に
取
り

組
む
「
自
助
」、
そ
し
て
、
元
気
な
方

に
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
を
活

か
し
、
社
会
の
担
い
手
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
市
と
し
て
も
高
齢
者
が
社
会

参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

訪
問
型
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
所
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
指
定
し
て
い
る
の
は
、
県
内

で
は
田
辺
市
だ
け
で
す
。

　

支
援
員
と
な
る
た
め
に
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
登
録
し
、
年

会
費
２
５
０
０
円
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
登
録
し
た
初
年
度
は
市
が
全

額
補
助
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、支
援
員
と
し
て
働
い
た
方
に
は
、

仕
事
量
に
応
じ
て
配
分
金
を
お
支
払

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
、

1
割
負
担
（
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

る
方
は
2
割
又
は
３
割
）
で
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平成 31年 3月末現在（全国）

53,372 人

125,991 人

165,033 人

111,622 人

18,854 人

22,391 人

58,541 人

82,728 人

59,693 人

14,914 人

平成 30年度新入会員（全国）

20,140 人

2,138 人

11,206 人

13,204 人

10,990 人

2,259 人

13,592 人

1,482 人

6,188 人

6,690 人

6,672 人

1,472 人
男性
女性

やすらぎ対策課
高齢福祉係
太田 功

衣類の整理・被服の補修

　

私
は
現
在
、
要
支
援
２
の

認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
以

前
か
ら
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
訪
問
型
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
が
で
き
て
か
ら
は
、
ど

ち
ら
も
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
生
活
支
援
員
さ

ん
に
は
週
２
回
、
買
い
物
や

掃
除
、
調
理
を
１
時
間
程
度

手
伝
っ
て
も
ら
え
て
い
る
の

で
大
変
助
か
り
ま
す
。
今
で

は
、
お
互
い
苗
字
で
は
な
く

名
前
で
呼
び
合
う
く
ら
い
、

仲
良
く
で
き
て
い
ま
す
よ
。 市内在住

女性（90 歳）

サービスの
利用者からのお話

買い物・薬の受け取り

ベッドメイク 掃除 洗濯

一般的な調理、配下膳

◇利用者の安否や顔色等の確認
◇換気、室温・日当たりの調整等
◇相談援助、情報収集・提供
◇サービスの提供後の記録等
※状況に応じて行うものです。

◇夏・冬物等の入れ替え等
◇ボタン付け・破れの補修等

◇日常品等の買い物
（内容の確認、品物・釣銭の確認
を含む。）
◇薬の受け取り

◇利用者不在のベッドでのシーツ
交換、布団カバーの交換等

◇居室内やトイレ、卓上の清掃
◇ゴミ出し
◇準備・後片付け

◇洗濯機又は手洗いによる洗濯
◇洗濯物の乾燥 (物干し）
◇洗濯物の取り入れと収納
◇アイロンがけ

◇配膳、後片付けのみ
◇一般的な調理

サービス準備等

人生これから
～高齢者の生きがい～

特集


